
国際会議参加報告

第9回国際堆積学針と出席して

志岐常正(京都大学)

第9回国際堆積学会は t 1975年 7月6日か

ら18自主で，南仏コート・ダジュールのニ

ースで関かれた。その前後にそれぞれ数日の

野外巡検が行左われたから，もっとも長い人

は 20日以上学会C行事K参加した乙と K走

る。私は，学会と，そむ後の巡検の 1つK参

加した。その印象などをb求めK応じて書い

てみようと思う。

会場は海岸のメインストリート“イギリス

海岸通1>(Promenade de Anglais)" 

k面したニ}スきつての会館地中海パレス，

通 bをへだてた浜辺Kは，海水浴客がどろど

ろ寝ているというととろである。

学会は 6日から始まったとは言っても，そ

の日は午後6時からの開会式だけ。 ζc日だ

けは 5グ国語の同時通訳があった。他の自は

公用語の英・仏語だけである。

Gubler女史の会長講演は.60才を越

えた人とは見え左い若々しい，さわやか左も

のであった。そC中で女史は t J. P.Mang-

in組織委員長をはじめ，大会開催の準備に

あたったすべての人々に対し，個人別，ク・1レ

}プ別K名前をあげて感謝の意を表した(写

真参照)。

開会式では，ニース市長の挨拶もあった。

翌7日の夕方Kは市長招待のパーティもマ

セナ美術館の庭で行なわれた。参加者が1.000

人K満たまい学会にまで， ζれだけのことを

しなければならぬとは，ニース市長も大変だ

. 左あと，ちょっと驚いたり同情した~ .乙れ

は小生だけの感想かも知れまい。

学術討論は t 7 日から，中~t 呂志子いて 12

日まで，毎日 s会場 (Salle)に別れて行わ

れた〈次頁プログラム参照)。

分科会のテーマは.Circular ~公告さ

れていたのは次の 10である。
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時1.0
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第 9回国際堆積学会の学術講演は本年7月7t 8 t 10， 11 t 12 8の五日間にわたってニ}

スの地中海パレス内で行左われた。約三百篇の論文が上記の区分K従って報告された。
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